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兀
良
哈
征
討
軍
と
土
木
の
変

T
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ilitary Expedition by M
ing D
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正
統
十
四
年
（
一
四
四
九
）
七
月
、
長
城
が
モ
ン
ゴ
ル
軍
に
侵
犯
さ
れ
た
と
い
う
情
報
に
接
す
る
と
、
中
国
の
明
王
朝
で
は
、
英
宗
の
親
征
を
た

ち
ど
こ
ろ
に
決
定
し
た
。
親
征
の
準
備
は
、
着
々
と
進
め
ら
れ
、
十
六
日
に
は
北
京
を
進
発
し
た
。
ま
さ
に
電
光
石
火
の
よ
う
な
早
業
の
進
発
を
な

し
え
た
の
は
、
五
年
前
の
正
統
九
年
（
一
四
四
四
）
に
お
け
る
兀
良
哈
征
討
の
成
功
体
験
を
、
も
う
一
度
英
宗
自
身
の
手
で
再
現
し
よ
う
と
企
図

し
、
そ
の
準
備
が
か
ね
て
か
ら
十
分
な
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
英
宗
親
征
軍
が
編
制
さ
れ
た
と
き
に
は
、
兀
良
哈
征
討
軍
は
そ

れ
に
組
成
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
同
年
八
月
十
五
日
に
お
け
る
土
木
の
変
で
の
覆
滅
を
免
れ
、
変
後
の
京
師
防
衛
戦
に
再
出
軍
し
て
、
モ
ン

ゴ
ル
軍
相
手
に
様
々
な
軍
功
を
え
て
陞
進
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
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親
征
軍
の
壊
滅
―
―
明
廷
の
百
官
た
ち
が
こ
の
重
大
き
わ
ま
る
衝
撃
的
な
敗
報
を
耳
に
し
た
の
は
、
正
統
十
四
年
（
一
四
四
九
）
八

月
十
七
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
宮
城
に
集
ま
っ
た
百
官
た
ち
は
、
知
り
え
た
情
報
を
ひ
そ
か
に
交
換
し
、
愁
怨
驚
懼
し
た
。
紫
陌
（
首

都
の
道
路
）
に
出
る
と
、
満
身
創
痍
で
血
に
塗
れ
た
軍
士
た
ち
が
、
足
を
引
き
ず
り
な
が
ら
、
帰
っ
て
く
る
の
が
み
え
た
。
敗
残
の
軍

士
が
、
続
々
と
引
き
上
げ
て
く
る
の
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
敗
北
を
信
じ
な
い
者
は
、
も
は
や
だ
れ
も
い
な
か
っ
た
。
が
、
英
宗
に

つ
い
て
は
、
だ
れ
も
そ
の
所
在
も
生
死
の
ほ
ど
も
知
ら
な
か
っ
た
。

事
の
始
ま
り
は
正
統
十
四
年
（
一
四
四
九
）
七
月
十
六
日
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
日
、
英
宗
の
率
い
る
明
の
大
軍
が
都
北
京
を
出
発

し
た
。
皇
帝
自
身
が
率
い
る
軍
隊
を
親
征
軍
と
い
う
が
、
英
宗
親
征
軍
の
中
核
を
な
し
た
の
は
、
五
軍
・
神
機
・
三
千
営
か
ら
な
る
京

営
の
軍
隊
で
あ
っ
た
。
出
発
に
先
立
っ
て
、
八
十
万
と
い
う
兵
器
の
調
達
が
な
さ
れ
、
軍
隊
に
は
、
行
軍
手
当
と
も
い
う
べ
き
行
糧
が

一
ヶ
月
分
と
し
て
、
個
々
に
支
給
さ
れ
た
。
英
宗
の
親
征
軍
が
決
定
し
た
の
は
、
そ
の
わ
ず
か
に
五
日
前
の
十
一
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
日
、
重
大
な
緊
急
情
報
が
明
廷
に
届
い
た
。
エ
セ
ン
（
也
先
）
の
率
い
る
オ
イ
ラ
ト
（
瓦
剌
）
モ
ン
ゴ
ル
軍
（
以
下
、
モ
ン
ゴ
ル

軍
と
略
称
）
が
四
路
に
分
か
れ
て
、
明
に
侵
寇
し
て
き
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
状
況
に
つ
い
て
、
正
統
・
景
泰
・
天
順
期
の
編
年

史
料
で
あ
る
『
英
宗
実
録
』
正
統
十
四
年
七
月
己
丑
（
十
一
日
）
の
条
に
は
、

是
の
日
、
虜
寇
す
る
に
分
道
し
、
期
を
刻
し
て
入
寇
す
。
也
先
は
大
同
に
寇
し
、
猫
児
庄
に
至
る
。
右
参
将
呉
浩
、
迎
戦
し
て
敗

死
す
。
脱
脱
卜
花
王
は
遼
東
に
寇
す
。
阿
剌
知
院
は
宣
府
に
寇
し
、
赤
城
を
囲
む
。
又
別
に
人
を
遣
わ
し
甘
州
に
寇
せ
し
む
。
諸

守
将
、
城
に
憑
り
拒
守
す
。
報
至
る
や
、
遂
に
親
征
を
議
す
。
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と
書
き
記
さ
れ
て
い
る
。
モ
ン
ゴ
ル
の
首
脳
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
侵
寇
地
点
に
狙
い
を
定
め
て
、
一
斉
に
軍
馬
を
進
め
て
き
た
の
で

あ
っ
た
。
雪
崩
を
打
っ
た
よ
う
な
モ
ン
ゴ
ル
騎
馬
軍
の
勢
い
の
前
に
、
明
代
長
城
の
防
衛
線
は
、
な
す
す
べ
も
な
く
つ
ぎ
つ
ぎ
に
破
ら

れ
た
。
そ
れ
は
、
七
月
八
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
報
が
、
十
一
日
に
明
廷
に
届
い
た
の
で
あ
る
。

だ
が
し
か
し
、
中
国
に
深
く
攻
め
入
る
に
は
十
分
な
準
備
が
な
く
、
四
路
の
侵
寇
軍
は
、
み
な
沿
辺
を
一
通
り
蹂
躙
す
る
と
、
い
っ

た
ん
は
引
き
上
げ
た
の
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
、
モ
ン
ゴ
ル
軍
は
、
こ
の
侵
入
が
歴
史
上
稀
に
み
る
大
事
件
を
誘
発
す
る
と
は
夢
想
だ
に

し
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
長
城
が
侵
犯
さ
れ
た
と
い
う
情
報
に
接
す
る
と
、
そ
れ
に
呼
応
す
る
か
の
よ
う
に
、
中
国
の
明
王
朝
の
方
で
は
、
英
宗

の
親
征
を
た
ち
ど
こ
ろ
に
決
定
し
た
の
で
あ
っ
た
。
親
征
の
準
備
は
、
着
々
と
進
め
ら
れ
た
。
翌
十
五
日
に
は
、
英
宗
が
都
を
離
れ
て

い
る
間
の
留
守
役
と
し
て
、
異
母
弟
の
郕
王
祁
鈺
は
「
居
守
」
に
、
駙
馬
都
尉
の
焦
敬
が
そ
の
輔
佐
に
任
命
さ
れ
た
。
さ
ら
に
同
日
、

英
宗
に
扈
従
す
る
メ
ン
バ
ー
が
発
表
さ
れ
た
。『
英
宗
実
録
』
そ
の
他
の
史
料
か
ら
、
そ
の
人
名
を
拾
い
出
す
と
、
つ
ぎ
の
通
り
で

あ
っ
た
。

太
師
英
国
公
張
輔
・
太
保
成
国
公
朱
勇
・
鎮
遠
侯
顧
興
祖
・
寧
侯
陳
瀛
・
恭
順
侯
呉
克
忠
・
駙
馬
都
尉
石
璟
・
駙
馬
都
尉
井
源
・

平
郷
伯
陳
懐
・
遂
安
伯
陳
塤
・
広
寧
伯
劉
安
・
襄
城
伯
李
珍
・
修
武
伯
沈
栄
・
建
平
伯
高
遠
・
永
順
伯
薛
綬
・
忠
勇
伯
蒋
信
・
左

都
督
梁
成
・
右
都
督
李
忠
・
都
督
王
貴
・
都
督
同
知
王
敬
・
都
督
僉
事
陳
友
安
・
都
督
僉
事
朶
兒
只
・
戸
部
尚
書
王
佐
・
兵
部
尚

書
鄺
埜
・
刑
部
右
侍
郎
丁
鉉
・
工
部
右
侍
郎
王
永
和
・
吏
部
左
侍
郎
兼
翰
林
院
学
士
曹
鼎
・
都
察
院
右
副
都
御
史
鄧
棨
・
翰
林
院

侍
読
学
士
張
益
・
通
政
司
右
通
政
龔
全
安
・
通
政
司
左
参
議
欒
惲
・
太
常
寺
少
卿
黄
養
正
・
太
常
寺
少
卿
戴
慶
祖
・
太
常
寺
少
卿
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王
一
居
・
大
理
寺
右
寺
丞
肅
維
禎
・
大
理
寺
左
寺
副
馬
豫
・
太
僕
寺
少
卿
劉
容
・
鴻
臚
寺
掌
寺
事
礼
部
左
侍
郎
楊
善
・
鴻
臚
寺
左

寺
丞
張
翔
・
光
禄
寺
署
丞
鄧
鑑
・
尚
宝
司
少
卿
凌
寿
・
給
事
中
包
良
佐
・
給
事
中
姚
銑
・
給
事
中
鮑
輝
・
中
書
舎
人
兪
拱
・
中
書

舎
人
潘
澄
・
中
書
舎
人
銭
昺
・
監
察
御
史
張
洪
・
監
察
御
史
黄
裳
・
監
察
御
史
魏
貞
・
監
察
御
史
夏
誠
・
監
察
御
史
申
祐
・
監
察

御
史
尹
竑
・
監
察
御
史
童
存
徳
・
監
察
御
史
孫
慶
・
監
察
御
史
林
祥
鳳
・
郎
中
斉
汪
・
郎
中
馮
学
明
・
郎
中
滕
員
・
郎
中
雷
潜
・

員
外
郎
王
健
・
員
外
郎
程
思
温
・
員
外
郎
程
式
・
員
外
郎
逯
端
・
主
事
兪
鑑
・
主
事
張
瑭
・
主
事
鄭
瑄
・
主
事
陳
銑
・
主
事
周

傑
・
行
人
司
正
尹
昌
・
行
人
羅
如
墉
・
欽
天
監
正
彭
徳
清
・
欽
天
監
夏
官
正
劉
信
・
序
班
李
恭
・
序
班
石
玉

こ
の
よ
う
な
陣
容
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
親
征
は
、
朝
廷
そ
の
も
の
が
そ
っ
く
り
移
動
す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ

て
、
皇
帝
の
行
っ
た
先
は
、
行
在
所
と
呼
ば
れ
た
。

英
宗
が
親
征
す
る
に
あ
た
っ
て
、
郕
王
祁
鈺
を
「
居
守
」
に
任
じ
た
こ
と
は
、
さ
き
に
ふ
れ
た
が
、
そ
れ
は
全
権
を
委
ね
る
と
い
う

も
の
で
は
な
か
っ
た
。
英
宗
が
親
征
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
き
、
礼
部
が
上
奏
し
て
英
宗
の
裁
可
を
得
た
「
居
守
事
宜
」
の
一
条
に
、

在
京
在
外
の
各
衙
門
で
緊
急
重
大
な
事
が
あ
れ
ば
、
英
宗
の
い
る
行
在
所
ま
で
使
者
を
遣
わ
し
て
聖
断
を
仰
ぎ
、
そ
の
他
の
事
項
に
つ

い
て
は
、
英
宗
の
帰
京
を
待
っ
て
裁
可
を
受
け
る
、
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
都
を
離
れ
て
も
、
意
思
決
定
権
は
、
皇
帝
自
身
が
握
っ
て
い

る
こ
と
を
如
実
に
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
郕
王
が
「
居
守
」
に
任
命
さ
れ
た
と
い
っ
て
も
、
何
ら
権
限
は
付
与
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。

一
方
、
英
宗
親
征
用
と
し
て
の
軍
の
編
成
も
行
わ
れ
た
。
明
代
軍
事
制
度
の
基
幹
を
な
す
の
は
、
衛
所
で
あ
っ
た
。
衛
は
、
五
千
戸

所
か
ら
構
成
さ
れ
た
。
衛
の
種
類
と
し
て
は
、
三
種
に
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
京
師
に
置
か
れ
た
親
軍
衛
と
京
衛
、
そ
れ
に
地
方
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に
設
置
さ
れ
た
外
衛
の
三
種
で
あ
る
。
親
軍
衛
は
、
兵
部
に
領
せ
ら
れ
、
専
ら
侍
衛
・
宮
城
守
衛
・
皇
陵
護
衛
・
皇
城
巡
察
の
任
に
あ

た
っ
た
。
京
衛
は
、
五
軍
都
督
府
（
五
府
）
に
隷
属
し
た
。
外
衛
は
、
行
政
を
掌
る
布
政
司
、
司
法
を
掌
る
按
察
司
と
と
も
に
軍
事
を

掌
る
機
関
と
し
て
地
方
に
置
か
れ
た
都
指
揮
司
（
都
司
）
に
統
べ
ら
れ
、
都
司
は
五
府
に
隷
属
し
た
。

京
衛
は
、
永
楽
朝
以
後
、
班
軍
番
上
す
る
外
衛
と
と
も
に
常
設
的
営
、
す
な
わ
ち
京
営
を
組
織
す
る
に
い
た
っ
た
。
通
常
、
軍
事
展

開
を
行
う
場
合
は
、
永
楽
帝
の
創
設
に
か
か
る
、
京
衛
と
班
軍
番
上
す
る
外
衛
と
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
京
営
、
具
体
的
に
い
え
ば
、

五
軍
営
・
三
千
営
・
神
機
営
か
ら
な
る
い
わ
ゆ
る
三
大
営
を
も
っ
て
組
織
さ
れ
た
。

と
こ
ろ
が
、
正
統
十
四
年
（
一
四
四
九
）
に
お
け
る
英
宗
の
親
征
軍
組
成
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
基
礎
と
な
っ
た
の
は
、
無
論
京
営
を

構
成
す
る
京
衛
と
班
軍
番
上
す
る
外
衛
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
本
来
侍
衛
・
宮
城
守
衛
・
皇
陵
護
衛
・
皇
城
巡
察
の
任
を

職
務
と
す
る
親
軍
衛
も
ま
た
組
み
込
ま
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
英
宗
の
親
征
軍
は
、
通
常
の
軍
事
的
行
動
と
は
異
な
っ
て
、
京
営
に
親

軍
衛
を
加
え
て
編
成
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
ま
さ
に
そ
れ
は
、
こ
の
出
兵
が
「
親
征
」
で
あ
っ
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
皇
帝
が
行

く
と
こ
ろ
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
が
地
方
で
あ
れ
、
戦
場
で
あ
れ
、
ど
こ
に
で
も
皇
帝
に
扈
従
す
る
の
が
、
皇
帝
侍
衛
と
い
う
重
大
な
任
務

を
帯
び
た
親
軍
衛
の
姿
で
あ
っ
た
。
以
上
に
み
た
よ
う
に
、
英
宗
の
親
征
軍
は
、
京
衛
と
外
衛
と
親
軍
衛
の
三
軍
種
を
動
員
し
て
組
成

さ
れ
て
い
た
。
そ
の
数
、
五
十
万
と
号
し
た
。

か
く
し
て
、
親
征
軍
は
、
十
六
日
、
北
京
を
進
発
し
た
。
親
征
軍
の
組
成
が
決
定
し
た
の
は
十
一
日
、
そ
し
て
そ
の
出
発
は
十
六

日
。
ま
さ
に
電
光
石
火
の
よ
う
な
早
業
の
進
発
を
な
し
え
る
た
め
に
最
低
限
必
要
な
こ
と
は
、
編
成
・
装
備
・
武
器
な
ら
び
に
兵
糧
の

調
達
、
そ
の
他
も
ろ
も
ろ
の
準
備
で
あ
る
。
動
員
す
る
軍
事
力
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ
ど
、
そ
の
準
備
に
要
す
る
日
子
も
大
き
い
こ

と
に
な
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
モ
ン
ゴ
ル
軍
の
対
明
侵
冦
か
ら
わ
ず
か
五
日
後
に
親
征
軍
が
進
発
し
た
こ
と
は
、
か
か
る
準
備
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を
す
で
に
済
ま
せ
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。「
行
糧
」
は
一
ヶ
月
分
、
兵
器
は
八
十
万
用
意
さ
れ
て
い
た
。
モ
ン
ゴ
ル
軍
を
凌
駕

し
、
完
全
な
勝
利
を
う
る
た
め
に
は
、
大
軍
の
動
員
・
編
成
が
絶
対
的
な
必
要
事
項
で
あ
り
、
英
宗
の
侍
衛
上
直
軍
た
る
親
軍
衛
は
勿

論
の
こ
と
、
京
営
を
組
成
す
る
在
京
の
京
衛
と
番
上
の
た
め
に
上
班
し
た
在
京
の
衛
所
、
そ
れ
に
加
え
て
元
来
班
軍
の
任
務
の
な
い
衛

所
、
し
か
も
必
ず
し
も
京
師
に
近
接
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
地
域
の
衛
所
ま
で
動
員
し
、
数
十
万
と
い
う
大
軍
を
編
制
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
関
係
悪
化
の
一
途
を
辿
る
モ
ン
ゴ
ル
に
対
し
て
、
普
段
か
ら
そ
の
準
備
を
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
五
年
前
の
正
統

九
年
（
一
四
四
四
）
に
お
け
る
兀
良
哈
征
討
の
成
功
体
験
を
、
も
う
一
度
英
宗
自
身
の
手
で
再
現
し
よ
う
と
企
図
し
た
そ
の
結
果
で
は

な
い
か
と
も
推
察
さ
れ
る
。
そ
れ
が
親
征
軍
編
制
と
そ
の
出
軍
の
理
由
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
明
廷
の
高
官
た
ち
は
、
十
四
日

に
反
対
を
表
明
し
た
。
吏
部
尚
書
王
直
が
先
頭
に
立
っ
て
、
廷
臣
等
と
と
も
に
親
征
反
対
の
上
奏
を
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
間
、
二
日

の
時
間
的
空
白
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
皇
帝
親み
ず
から
出
征
す
る
こ
と
に
は
反
対
と
い
う
意
味
で
の
「
親
征
反
対
」
で
あ
り
、
特
段
、
モ
ン
ゴ

ル
征
討
軍
の
派
遣
自
体
に
対
す
る
反
対
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
英
宗
が
そ
う
し
た
反
対
を
押

し
切
っ
て
親
征
を
決
行
し
た
の
は
、
親
征
軍
の
勝
利
を
絶
対
的
に
確
信
し
て
い
た
か
ら
で
あ
り
、
全
く
何
の
不
安
も
抱
い
て
い
な
か
っ

た
こ
と
を
意
味
す
る
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
こ
の
親
征
軍
は
十
全
な
準
備
を
終
え
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る（

（
（

。

そ
れ
で
は
、
英
宗
が
モ
ン
ゴ
ル
軍
に
対
す
る
親
征
軍
の
絶
対
的
勝
利
の
確
信
を
抱
い
た
根
拠
と
推
測
さ
れ
る
正
統
九
年
（
一
四
四
四
）

に
お
け
る
兀
良
哈
征
討
の
成
功
体
験
と
は
い
か
な
る
戦
い
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
成
国
公
朱
勇
等
が
兀
良
哈
征
伐
の
勅
命
を
拝
受

し
た
の
は
、
同
年
春
正
月
二
十
一
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
三
日
後
の
二
十
四
日
に
は
、
守
備
独
石
永
寧
左
参
将
都
督
同
知
楊
洪
等

に
対
し
て
も
兀
良
哈
征
伐
の
勅
命
が
降
っ
た
。
朱
勇
等
の
兀
良
哈
征
伐
軍
は
、
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と
四
軍
な
ら
び
に
別
働
隊
か
ら
編
制
さ
れ
、
第
一
軍
か
ら
第
四
軍
（
こ
の
名
辞
は
筆
者
の
附
し
た
仮
称
）
そ
れ
ぞ
れ
指
定
さ
れ
た
出
発
地

か
ら
会
同
地
と
さ
れ
た
黄
河
・
土
河
の
両
叉
口
に
向
け
て
行
軍
を
開
始
し
、
遼
東
総
兵
官
都
督
僉
事
曹
義
等
が
率
い
る
別
働
隊
は
索
敵

を
受
け
持
っ
た
。
そ
の
結
果
を
受
け
て
四
軍
が
兀
良
哈
を
殲
滅
す
る
と
い
う
策
戦
で
あ
っ
た
。

一
方
、
そ
の
三
日
後
に
勅
命
を
拝
受
し
た
楊
洪
等
は
そ
れ
と
連
動
す
る
形
で
、
楊
洪
は
独
石
か
ら
、
石
亨
は
大
同
か
ら
、
朱
謙
・
宋

謙
・
孫
安
は
万
全
か
ら
出
師
し
、
楊
洪
は
開
平
衛
衛
所
官
軍
を
、
朱
謙
・
宋
謙
・
孫
安
は
宣
府
前
衛
衛
所
官
軍
を
、
石
亨
は
蔚
州
衛
衛

所
官
軍
を
そ
の
麾
下
に
組
み
込
ん
だ
。
三
地
点
か
ら
行
軍
を
開
始
し
た
楊
洪
と
朱
謙
・
宋
謙
・
孫
安
と
石
亨
が
そ
れ
ぞ
れ
率
い
る
明
軍

は
以
克
列
蘇
（
克
列
蘇
）
に
お
い
て
兀
良
哈
を
嶊
破
・
擺
落
さ
せ
た
。
楊
洪
が
克
捷
報
告
を
し
た
の
は
、
同
年
二
月
戊
子
（
八
日
）
の
こ

と
で
あ
っ
た
の
で
、
わ
ず
か
二
週
間
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
四
軍
か
ら
兀
良
哈
征
伐
軍
も
朱
勇
の
第
一
軍
以
外
は
赫
奕
た
る
戦
果
を
あ

げ
た
。
主
力
各
軍
の
計
画
的
配
置
、
会
同
地
の
決
定
、
親
征
軍
で
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
親
軍
衛
が
投
入
さ
れ
た
こ
と
等
、
こ
の
兀
良

哈
征
討
は
突
発
的
に
お
こ
な
わ
れ
た
の
で
は
な
く
、
き
わ
め
て
周
到
な
準
備
の
下
で
大
規
模
に
企
図
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た（

（
（

。

【
表
Ａ
】

仮
称

将
帥

監
軍

出
発
地

会
同
地

第
一
軍

成
国
公
朱
勇
・
恭
順
侯
呉
克
忠

太
監
僧
保

喜
峯
口

黄
河
・
土
河
の
両
叉
口

第
二
軍

興
安
伯
徐
亨

太
監
曹
吉
祥

界
嶺
口

同
上

第
三
軍

都
督
馬
亮

太
監
劉
永
誠

劉
家
口

同
上

第
四
軍

都
督
陳
懷

太
監
但
住

古
北
口

同
上

別
働
隊

遼
東
総
兵
官
都
督
僉
事
曹
義

同
上
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正
統
九
年
（
一
四
四
四
）
に
お
け
る
明
軍
の
兀
良
哈
征
討
は
、
軍
事
史
的
に
み
て
こ
の
よ
う
に
評
価
で
き
る
が
、
か
か
る
兀
良
哈
征

討
軍
は
、
そ
の
後
、

①
五
年
後
の
正
統
十
四
年
（
一
四
四
九
）
七
月
の
英
宗
親
征
に
お
い
て
は
親
征
軍
に
編
制
編
入
さ
れ
た
も
の
、

②
そ
の
一
ヶ
月
後
、
英
宗
は
モ
ン
ゴ
ル
軍
の
捕
虜
と
な
る
と
い
う
前
代
未
聞
の
出
来
事
が
発
生
し
た
八
月
十
五
日
の
土
木
の
変
以
後

の
京
師
防
衛
戦
等
の
戦
い
に
動
員
投
入
さ
れ
た
も
の
、

③
上
記
の
①
②
の
い
ず
れ
に
も
関
わ
り
が
な
か
っ
た
も
の
、

の
三
通
り
に
分
け
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
兀
良
哈
征
討
軍
の
五
年
後
の
動
向
を
知
る
素
材
し
て
、
正
統
九
年
（
一
四
四
四
）
の
明
軍
の
兀

良
哈
征
討
に
関
わ
っ
た
こ
と
が
著
明
な
事
例
を
挙
例
す
る
と
、
巻
末
の
【
付
表
】「
兀
良
哈
征
討
軍
当
事
者
一
覧
」
の
ご
と
く
一
七
七

例
と
な
る
。

こ
れ
ら
は
、
正
統
九
年
（
一
四
四
四
）
に
お
け
る
兀
良
哈
征
討
の
際
に
行
わ
れ
た
戦
地
名
を
探
り
出
し
、
そ
れ
ら
に
基
づ
い
て
検
出

し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
典
拠
史
料
は
『
中
国
明
朝
档
案
総
匯
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
一
〇
二
の
衛
所
の
衛
選
簿
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に

は
、
正
統
九
年
（
一
四
四
四
）
と
い
う
紀
年
を
伴
っ
て
〝
以
克
列
蘇
〟（
ま
た
は
〝
克
列
蘇
〟）
と
い
う
用
語
の
他
、
数
多
の
戦
地
名
が
頻

出
す
る（

（
（

。
こ
れ
ら
の
用
語
を
渉
猟
し
て
、
兀
良
哈
征
討
に
関
わ
っ
た
当
事
者
の
名
前
を
挙
げ
、
そ
れ
に
土
木
の
変
に
関
わ
る
事
項
、
す

な
わ
ち
親
征
と
の
直
接
関
わ
り
の
有
無
、
変
後
の
京
師
防
衛
戦
に
関
わ
る
戦
闘
場
所
、
土
木
の
変
以
前
の
職
官
と
以
後
の
職
官
等
を
明

記
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
表
に
基
づ
け
ば
、
明
兀
良
哈
征
討
軍
の
土
木
の
変
と
の
関
わ
り
が
多
面
的
に
掘
り
起
こ
せ
る
こ
と
に
な

る
。さ

て
、
さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
、
兀
良
哈
征
討
軍
は
、
正
統
十
四
年
（
一
四
四
九
）
段
階
に
お
い
て
は
、
①
英
宗
親
征
軍
に
編
制
編
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入
さ
れ
た
も
の
、
②
土
木
の
変
以
後
の
京
師
防
衛
戦
等
の
戦
い
に
動
員
投
入
さ
れ
た
も
の
、
③
上
記
の
①
②
の
い
ず
れ
に
も
関
わ
り
が

な
か
っ
た
も
の
に
大
別
さ
れ
る
。
そ
の
仕
分
け
に
基
づ
い
て
事
例
一
七
七
件
を
み
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
③
の
親
征
軍
に
も
京
師
防
衛
戦
に
も
無
関
係
で
あ
っ
た
事
例
は
、
1
・
2
・
3
・
21
・
38
・
58
・
76
・
78
・
88
・
90
・
95
・

107
・
108
・
111
・
112
・
113
・
114
・
115
・
116
・
117
・
121
・
127
・
128
・
132
・
133
・
135
・
137
・
138
・
139
・
142
・
143
・
147
・
148
・
149
・
153
・
154
・

157
・
170
・
172
・
174
・
177
の
四
十
一
件
あ
る
。
こ
れ
は
事
例
一
七
七
件
か
ら
み
る
と
、
二
三
・
一
六
％
を
占
め
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら

は
全
一
七
七
事
例
が
現
存
衛
選
簿
の
み
か
ら
検
出
し
た
と
い
う
一
定
の
制
約
が
あ
る
の
で
、
無
関
係
の
事
例
四
十
一
件
の
多
寡
を
判

断
・
評
価
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
兀
良
哈
征
討
軍
と
土
木
の
変
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
無
関
係
四
十
一
件
の
評
価
よ
り
も
①
②
に
該

当
す
る
一
三
六
件

0

0

0

0

に
そ
の
存
在
意
義
を
み
い
だ
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

①
親
征
軍
に
編
入
さ
れ
た
人
々
と
し
て
は
、
122
曹
斌
・
124
韓
栄
・
129
伍
哈
鑚
児
（
（
（

・
130
住
児
（
（
（

・
136
楊
興
・
140
傅
鐸
（
（
（

の
六
事
例
で
あ
る
。

曹
斌
を
は
じ
め
と
す
る
こ
の
六
人
の
親
征
軍
と
の
関
わ
り
を
示
す
の
は
、
つ
ぎ
の
ご
と
く
で
あ
る
。

122
「
正
統
九
年
、
熱
水
川
に
北
征
し
て
二
級
を
斬
首
し
百
戸
に
陞
せ
ら
る
。
十
四
年
、
北
征
し
て
未
だ
回
ら
ず
、
玉
は
嫡
長
男
に

係
り
、
実
授
百
戸
を
襲つ

ぐ
」

124
「
正
統
九
年
、
迤
北
に
て
達
賊
を
殺
敗
す
る
に
功
有
り
、
試
百
戸
に
陞
せ
ら
る
。
正
統
十
四
年
、
征
進
し
て
未
だ
回
ら
ず
、
泰

は
嫡
長
男
に
係
り
、
優
給
せ
ら
る
」

129
「
正
統
九
年
迤
北
に
て
征
進
す
る
に
功
有
り
、
指
揮
使
に
陞
せ
ら
る
。
故し

す
。
子
無
し
。
祖
の
伍
哈
鑚
児
、
病
痊い

え
、
指
揮
使

を
襲
ぐ
。
拾
肆
年
、
迤
北
に
て
征
進
し
て
未
だ
回
ら
ず
。
堂
叔
比
斗
奴
、
借
職
す
」
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130
「
正
統
九
年
、
土
河
川
に
て
胡
寇
を
殺
し
て
功
有
り
、
指
揮
使
に
陞
せ
ら
る
。
十
年
、
故
す
。
伯
の
住
児
、
長
男
に
係
り
、

十
一
年
、
襲
ぐ
。
十
四
年
、
迤
北
に
て
陣
亡
し
、
嗣
無
し
。
父
の
王
原
、
旧
名
袁
児
、
親
弟
に
係
り
、
本
年
、
襲
ぐ
」

136
「
正
統
九
年
、
土
河
北
川
に
て
胡
寇
を
殺
し
て
功
有
り
、
指
揮
僉
事
に
陞
せ
ら
る
。
十
四
年
、
土
木
に
て
失
陥
し
、
子
無
し
。

父
楊
政
、
親
姪
に
係
り
、
襲
ぐ
」

140
「
正
統
九
年
、
迤
北
熱
水
川
に
て
賊
を
殺
し
て
功
有
り
、
正
千
戸
に
陞
せ
ら
る
。
十
二
年
、
故
す
。
父
の
傅
鐸
、
襲
ぐ
。
十
四

年
、
征
進
し
て
未
だ
回
ら
ず
。
叔
の
傅
鏜
、
借
職
す
」

以
上
の
ご
と
く
、
六
事
例
は
い
ず
れ
も
正
統
九
年
（
一
四
四
四
）
の
兀
良
哈
征
討
に
従
事
し
た
あ
と
、
そ
の
五
年
後
に
編
制
さ
れ
た

親
征
軍
に
組
み
込
ま
れ
、
土
木
の
変
の
際
に
陣
亡
し
て
い
る
。
か
れ
ら
が
所
属
し
た
衛
所
は
、【
付
表
】「
兀
良
哈
征
討
軍
当
事
者
一

覧
」
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
122
長
陵
衛
・
124
献
陵
衛
・
129
富
峪
衛
・
130
富
峪
衛
・
136
忠
義
前
衛
・
140
玉
林
衛
で
あ
る
。

明
代
軍
事
組
織
の
骨
幹
を
な
す
の
は
、
さ
き
に
も
ふ
れ
た
よ
う
に
衛
所
で
あ
る
。
明
朝
の
開
祖
洪
武
帝
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
、
こ

の
国
軍
の
中
核
を
な
す
衛
所
制
度
の
も
と
で
、
親
軍
衛
・
京
衛
・
外
衛
の
三
種
類
の
衛
所
が
全
国
に
設
置
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
、
親
軍

衛
と
京
衛
は
京
師
に
置
か
れ
、
地
方
に
は
外
衛
が
置
か
れ
た
。
前
述
の
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
親
軍
衛
は
、
皇
帝
に
侍
衛
に
す
る
の

で
、
侍
衛
上
直
軍
と
も
い
う
が
、
専
ら
侍
衛
・
宮
城
守
衛
・
皇
陵
護
衛
・
皇
城
巡
察
の
任
に
あ
た
っ
た
。
京
衛
は
、
五
軍
都
督
府
（
五

府
）
に
隷
属
し
、
永
楽
朝
以
後
は
班
軍
番
上
す
る
外
衛
と
と
も
に
常
設
的
営
、
す
な
わ
ち
京
営
を
組
織
す
る
に
い
た
っ
た
。
外
衛
は
、

軍
事
を
掌
る
機
関
と
し
て
地
方
に
置
か
れ
た
都
指
揮
使
司
（
都
司
）
に
統
べ
ら
れ
た
。
都
指
揮
使
司
は
、
行
政
を
掌
る
布
政
使
司
、
司
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法
を
掌
る
按
察
使
司
と
と
も
に
三
司
を
形
成
し
、
地
方
政
治
の
要
を
な
し
た
。
そ
の
都
指
揮
使
司
（
都
司
）
の
上
部
機
関
は
五
軍
都
督

府
で
あ
り
、
都
司
は
左
右
中
前
後
の
い
ず
れ
か
の
都
督
府
に
隷
属
し
た
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
地
方
軍
制
の
指
揮
系
統
は
、
皇
帝
―

五
軍
都
督
府
―
都
指
揮
使
司
―
衛
所
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
洪
武
・
建
文
二
朝
に
お
け
る
親
軍
衛
の
数
は
、
十
二

衛
で
あ
り
、「
上
十
二
衛
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
名
称
は
、
や
が
て
「
上
二
十
二
衛
」
と
い
う
名
称
に
と
っ
て
代
わ

ら
れ
る
。
永
楽
政
権
が
発
足
す
る
と
、
あ
ら
た
に
十
衛
が
増
設
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
さ
ら
に
宣
徳
年
間
に
も
増
設
さ
れ
二
十
六
衛
と

な
っ
た（

（
（

。

京
衛
は
五
軍
都
督
府
（
五
府
）
に
隷
属
し
、
総
計
三
十
三
衛
設
置
さ
れ
て
い
た
。
五
軍
都
督
府
は
、
左
軍
都
督
府
・
右
軍
都
督
府
・

中
軍
都
督
府
・
前
軍
都
督
府
・
後
軍
都
督
府
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
。
京
衛
に
つ
い
て
は
こ
れ
以
外
に
「
親
軍
に
非
ず
し
て
、
都
督
府

に
隷
せ
ざ
る
者（

（
（

」
と
さ
れ
る
京
衛
で
あ
り
、
そ
れ
は
、「
武
功
中
衛
・
武
功
左
衛
・
武
功
右
衛
・
永
清
左
衛
・
永
清
右
衛
・
彭
城
衛
・

長
陵
衛
・
献
陵
衛
・
景
陵
衛
・
裕
陵
衛
・
茂
陵
・
泰
陵
衛
・
康
陵
衛
・
永
陵
衛
・
昭
陵
衛
」
の
十
五
衛
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
れ
ら
の
全

て
が
正
統
九
年
（
一
四
四
九
）
の
兀
良
哈
征
討
、
な
ら
び
に
十
四
年
（
一
四
四
九
）
の
土
木
の
変
段
階
に
お
い
て
存
在
し
て
い
た
わ
け
で

は
な
い
。
陵
墓
衛
に
関
し
て
い
え
ば
、
永
楽
二
十
二
年
（
一
四
二
四
）
設
置
の
長
陵
衛
（
太
宗
永
楽
帝
の
陵
墓
の
防
護
衛
）
と
宣
徳
元
年

（
一
四
二
六
）
設
置
の
献
陵
衛
（
仁
宗
洪
煕
帝
）、
お
よ
び
宣
徳
十
年
（
一
四
三
五
）
設
置
の
景
陵
衛
（
宣
宗
宣
徳
帝
）
の
三
衛
の
み
で
あ
っ

た
。つ

ぎ
に
外
衛
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
そ
の
上
部
機
関
で
あ
る
五
軍
都
督
府
・
都
司
に
そ
れ
ぞ
れ
統
轄
さ
れ
た
。
個
々
の
衛
所
は
、
城
守

軍
・
屯
軍
・
漕
運
軍
な
ど
の
軍
種
を
保
有
し
た
。
さ
ら
に
い
え
ば
衛
所
に
は
班
軍
番
上
の
義
務
を
有
す
る
か
否
か
の
区
別
も
あ
っ
た
。

こ
の
班
軍
番
上
軍
、
す
な
わ
ち
京
操
軍
と
呼
ば
れ
る
軍
種
は
、
太
宗
永
楽
帝
に
起
源
す
る
。
靖
難
の
役
の
勝
利
（
建
文
四
年
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〔
一
四
〇
二
〕
に
収
束
）
に
よ
っ
て
明
朝
第
三
代
の
帝
位
に
つ
い
た
永
楽
帝
は
、
そ
の
二
十
二
年
に
わ
た
る
治
世
の
間
（
一
四
〇
二
―

一
四
二
四
）
に
、
大
軍
を
率
い
て
五
度
塞
北
に
出
で
虜
庭
を
犂
く
こ
と
三
度
に
及
ん
だ
。
永
楽
帝
の
こ
れ
ら
の
北
征
は
、
五
軍
営
・

三
千
営
・
神
機
営
よ
り
な
る
京
営
―
―
い
わ
ゆ
る
三
大
営
を
基
礎
に
展
開
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
三
大
営
は
、
正
統
十
四
年

（
一
四
四
九
）
八
月
十
五
日
に
お
け
る
土
木
の
変
の
際
に
大
打
撃
を
被
り
、
景
泰
帝
の
即
位
後
、 

兵
部
尚
書
于
謙
は
、
従
来
の
三
大
営
の

営
兵
中
よ
り
精
兵
十
万
を
選
ん
で
、
十
団
営
を
組
織
し
た
。
そ
の
の
ち
、
京
営
制
度
は
、
十
二
団
営
・
東
西
官
庁
・
新
三
大
営
と
、
め

ま
ぐ
る
し
く
推
転
し
、
国
軍
の
主
体
と
し
て
国
力
の
伸
縮
と
と
も
に
消
長
し
た
が
、
か
か
る
行
軍
体
制
の
中
核
を
な
す
京
営
自
体
は
、

京
衛
と
在
外
衛
所
の
班
軍
番
上
軍
と
の
二
者
で
組
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
か
よ
う
に
、
京
営
組
織
の
一
斑
を
な
し
た
在
外
衛
所
の
番
上

軍
は
、
南
北
直
隷
・
河
南
・
山
東
・
陝
西
・
山
西
等
の
衛
所
か
ら
調
撥
せ
ら
れ
た
。
か
か
る
班
軍
番
上
軍
は
、
こ
の
よ
う
に
京
営
の
組

成
・
操
練
に
参
加
す
る
た
め
に
番
上
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
略
称
し
て
京
操
軍
と
も
呼
称
し
た
の
で
あ
る
。
京
操
軍
は
、
毎

年
春
戍
と
秋
戍
の
両
班
に
分
か
れ
て
京
師
に
番
上
し
た
。
こ
れ
を
上
班
と
い
い
、
任
務
終
了
後
の
回
衛
を
下
班
と
い
っ
た
。
要
す
る

に
、
班
軍
番
上
＝
京
操
と
い
う
も
の
は
、
南
北
直
隷
・
河
南
・
山
東
・
陝
西
・
山
西
等
の
在
外
衛
所
の
衛
所
軍
が
、
京
衛
と
と
も
に
京

営
を
組
成
す
る
た
め
に
、
春
秋
二
班
に
分
か
れ
て
、
京
師
に
番
上
す
る
行
為
で
あ
っ
た（

（
（

。

以
上
に
概
述
し
た
親
軍
衛
・
京
衛
・
外
衛
と
正
統
十
四
年
（
一
四
四
九
）
七
月
編
制
の
英
宗
親
征
軍
と
の
関
わ
り
に
関
し
て
、
兀
良

哈
征
討
軍
が
親
征
軍
に
投
入
さ
れ
た
事
例
を
【
付
表
】
に
拠
っ
て
み
る
と
、
前
述
の
如
く
、
親
軍
衛
の
事
例
は
無
し
、
京
衛
は
五
軍
都

督
府
に
所
属
し
な
い
122
長
陵
衛
・
124
献
陵
衛
と
後
軍
都
督
府
所
属
の
129
富
峪
衛
・
130
富
峪
衛
・
136
忠
義
前
衛
の
五
事
例
が
あ
り
、
外
衛

は
後
軍
都
督
府
山
西
行
都
司
所
属
の
140
玉
林
衛
の
み
で
あ
る
。【
付
表
】
か
ら
み
た
限
り
で
は
、
こ
の
よ
う
に
兀
良
哈
征
討
軍
と
し
て

活
動
し
た
も
の
が
英
宗
親
征
軍
に
組
み
込
ま
れ
た
事
例
は
少
な
い
。
無
論
、
こ
れ
は
【
付
表
】
に
挙
例
数
が
全
事
例
か
ら
み
れ
ば
滄
海
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の
一
粟
に
す
ぎ
な
い
こ
と
も
影
響
し
て
い
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、【
付
表
】
に
よ
る
と
、
兀
良
哈
征
討
軍
中
の
親
軍
衛
は
二
十
六
衛

の
う
ち
の

の
四
衛
し
か
検
出
さ
れ
な
い
。
こ
れ
は
、
も
と
も
と
親
征
軍
で
は
な
い
兀
良
哈
征
討
軍
に
は
親
軍
衛
の
編
入
が
少
な
か
っ
た
こ
と
を
物

語
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
故
に
、
兀
良
哈
征
討
軍
・
英
宗
親
征
軍
に
共
通
に
組
み
込
ま
れ
た
事
例
の
絶
対
数
は
か
な

り
低
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
量
さ
れ
る
。
兀
良
哈
征
討
軍
中
の
京
衛
は
、

【
表
Ｂ
】

○
金
吾
右
衛
…
…
1
哈
剌
哈
失
・
111
姜
傀
儡
・
112
曲
政

○
府
軍
前
衛
…
…
107
閂
得
・
108
陶
得
・
109
孫
兒

○
燕
山
左
衛
…
…
●
118
柴
青

○
燕
山
前
衛
…
…
116
孫
勝
・
●
120
呉
全

【
表
Ｃ
】

○
義
勇
左
衛
…
…
●
110
馬
旺

○
義
勇
右
衛
…
…
●
141
旺
貴

○
義
勇
後
衛
…
…
138
范
永
・
139
康
泰

○
龍
虎
衛
…
…
…
147
鄭
文
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の
十
衛
で
あ
る
。
左
軍
都
督
府
か
ら
驍
騎
右
衛
・
龍
虎
衛
・
瀋
陽
左
衛
、
後
軍
都
督
府
か
ら
富
峪
衛
・
寛
河
衛
・
忠
義
前
衛
・
忠
義
後

衛
・
義
勇
左
衛
・
義
勇
右
衛
・
義
勇
後
衛
の
合
計
十
衛
、
そ
れ
に
加
え
て
、
五
軍
都
督
府
に
隷
属
し
な
い
京
衛
十
五
衛
の
う
ち
、

の
二
衛
が
検
出
さ
れ
る
。
京
衛
の
事
例
が
親
軍
衛
に
比
し
て
多
い
の
は
、
本
来
外
衛
と
と
も
に
京
営
を
形
成
し
、
軍
行
の
際
に
主
軸
に

な
る
と
い
う
職
責
を
有
し
て
い
た
た
め
で
あ
り
、
兀
良
哈
征
討
軍
・
英
宗
親
征
軍
両
方
に
関
わ
っ
た
京
衛
衛
所
官
の
事
例
数
が
五
件
に

の
ぼ
る
の
は
そ
の
反
映
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
京
衛
と
と
も
行
軍
を
組
織
す
る
外
衛
で
、
兀
良
哈
征
討
軍
・
英
宗
親
征
軍
共
通
に
編
入
さ
れ
た
事
例
は
わ
ず
か
一
例
に
過

ぎ
な
か
っ
た
。
兀
良
哈
征
討
軍
の
圧
倒
的
多
数
を
占
め
る
の
は
、
以
下
の
よ
う
に
外
衛
で
あ
っ
た
。

○
忠
義
前
衛
…
…
133
趙
成
・
●
134
張
善
・
136
楊
興

○
忠
義
後
衛
…
…
177
鄭
真

○
寛
河
衛
…
…
…
121
郭
福
寿

○
驍
騎
右
衛
…
…
●
125
滕
輔

○
瀋
陽
左
衛
…
…
●
126
高
敬

○
富
峪
衛
…
…
…
129
伍
哈
剌
失
・
130
達
児
白
・
●
131
金
福
・
132
蒋
英

【
表
Ｄ
】

○
長
陵
衛
…
…
2
李
衡
・
122
曹
斌

○
献
陵
衛
…
…
●
123
司
貴
・
124
韓
栄
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【
表
Ｅ
】

左
軍
都
督
府

○
青
州
左
衛
（
山
東
都
司
）	���


114
張
信
・
127
趙
鑑
・
128
胡
勝

○
広
寧
前
屯
衛
（
遼
東
都
司
）	��

113
李
旺

○
金
州
衛
（
遼
東
都
司
）	����



137
宋
福

○
安
東
衛
（
遼
東
都
司
）	����



144
朱
旺

右
軍
都
督
府

○
永
昌
衛
（
陝
西
行
都
司
）	���


142
任
拳

中
軍
都
督
府

○
揚
州
衛
（
直
隷
）	������





115
周
昇
（
の
ち
金
吾
右
衛
に
配
転
）

○
帰
徳
衛
（
河
南
都
司
）	����



3
蒋
斌

○
懐
遠
衛
（
中
都
留
守
司
）	���


119
楊
勝

後
軍
都
督
府

○
鎮
朔
衛
（
直
隷
）	������





117
常
栄

○
宣
府
前
衛
（
万
全
都
司
）	���


4
張
貴
・
5
劉
翱
・
6
白
貴
・
7
郭
洪
・
9
邢
鑾
・
10
戴
英
・
11
喬
興
・
12
張
敬
・
13
陳
翀
・
14
王
公

全
・
15
班
得
林
・
16
王
仁
義
・
17
盧
春
・
18
王
良
・
19
孟
文
礼
・
20
索
能
・
21
杜
貴
・
22
馬
貳
・
23
高

岩
・
24
武
選
・
25
王
栄
・
26
王
敬
・
27
張
厫
・
28
宣
子
英
・
29
張
志
祥
・
154
孫
剛

○
宣
府
左
衛
（
万
全
都
司
）	���


30
楊
景
春
・
31
薛
顕
・
32
閃
友
亮
・
33
張
彦
政
・
34
王
謙
・
35
韓
敏
・
36
楊
魯
・
37
劉
思
譲
・
38
程
敏
・

39
賈
真
・
40
竺
湧
・
89
趙
義
・
145
高
整
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と
こ
ろ
が
、
か
れ
ら
の
中
で
親
征
軍
に
組
み
込
ま
れ
た
事
例
は
、【
付
表
】
に
よ
れ
ば
、
さ
き
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
わ
ず
か
に
140
傅

栄
→
傅
鐸
の
一
事
例
だ
け
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
単
な
る
史
料
の
偶
然
の
残
存
性
の
反
映
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
な
が
ら
、
兀
良
哈
征
討

○
開
平
衛
（
万
全
都
司
）	����



41
張
能
・
42
孫
義
・
43
崔
旺
・
44
郭
全
・
45
穆
青
・
46
王
敏
・
47
孟
成
・
48
王
譲
・
49
王
思
・
50
金
福
・

51
懐
義
・
52
白
圭
・
53
景
全
・
54
張
山
・
55
董
貴
・
56
徐
勝
・
57
張
安
・
58
閆
公
秀
・
59
袁
亮
・
60
楊
文

貴
・
61
葉
貴
・
62
韓
貴
・
63
陳
広
・
64
趙
旺
・
65
郭
寧
・
66
周
通
・
67
張
還
家
・
68
苗
政
・
69
袁
忠
・
70

尚
興
・
71
孫
銘
祥
・
72
馬
麟
・
73
慈
友
・
74
尼
忠
・
75
諸
亮
・
76
姜
順
・
77
劉
材
・
78
王
深
・
79
施
庸
・

80
劉
貴
・
81
王
冕
・
82
郭
亮
・
143
尹
輔
・
146
甄
栄

○
保
安
衛
（
万
全
都
司
）	����



83
高
栄
・
84
魏
貴
・
85
康
表
・
86
岳
能
・
87
田
広
・
88
王
海
・
148
朱
達
・
149
程
道
・
150
馬
成
・
151
陶
鑑
・

152
鄧
斌

○
蔚
州
衛
（
万
全
都
司
）	����



90
王
瑄
・
91
宋
希
文
・
92
逯
景
敖
・
93
張
昇
・
94
李
友
智
・
95
鄭
福
・
96
高
鑑
・
97
劉
増
・
98
周
剛
・
99

張
友
・
100
林
懋
・
101
李
栄
・
102
王
斌
・
103
朱
興
・
104
任
礼
・
105
趙
鑑
・
106
田
林
・
153
陸
鍾
・
155
易
海
・
156

鄒
淵

○
興
和
守
禦
所
（
万
全
都
司
）	��

8
徐
貴

○
隆
慶
左
衛
（
大
寧
都
司
）	���


135
李
全

○
玉
林
衛
（
山
西
行
都
司
）	���


140
傅
栄
・
158
鄭
良
貴
・
159
張
金
・
160
文
秀
・
161
李
暠
・
162
馬
貴
・
163
宋
剛
・
164
董
栄
・
165
李
鑑
・
166
董

栄
・
167
劉
清
・
168
丁
浩

○
大
同
右
衛
（
山
西
行
都
司
）	��

157
孔
旺
・
169
毛
永

○
雲
川
衛
（
山
西
行
都
司
）	���


170
旺
譲
・
171
趙
貴
・
172
王
珝
・
173
崔
復
・
174
滕
雲
・
175
衛
真
・
176
王
剛



― 155 ―

兀良哈征討軍と土木の変

軍
の
外
衛
事
例
一
四
八
件
の
中
の
一
件
と
い
う
こ
の
僅
少
な
る
数
字
は
、
史
料
の
偶
然
の
残
存
性
の
み
で
は
十
分
な
納
得
で
き
る
絵
解

き
は
で
き
な
い
。
兀
良
哈
征
討
に
従
軍
し
た
外
衛
の
衛
所
官
軍
の
大
多
数
は
そ
の
戦
役
後
原
衛
に
戻
っ
て
お
り
、
英
宗
の
親
征
軍
が
編

制
さ
れ
た
と
き
に
再
度
そ
れ
に
組
み
込
ま
れ
た
も
の
は
き
わ
め
て
少
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
の
こ
と
は
、
土
木
の
変
後
の
再
出
軍
率
を
考
え
れ
ば
明
白
で
あ
る
。【
付
表
】
に
よ
る
と
、
兀
良
哈
征
討
軍
に
し
て
土
木
の
変

後
の
京
師
防
衛
戦
に
再
出
軍
し
て
い
な
い

0

0

0

事
例
は
、【
表
Ｅ
】
上
に
太
字
で
示
し
た
二
十
六
例
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
残
り
一
二
二

事
例
は
す
べ
て
再
出
軍
組
で
あ
り
、
そ
の
再
出
軍
率
は
一
二
二
÷
一
四
八
＝
〇
・
八
二
四
、
す
な
わ
ち
八
二
・
四
％
の
高
率
に
な
る
。

親
軍
衛
・
京
衛
の
再
出
軍
の
事
例
に
つ
い
て
は
、【
表
Ｂ
】【
表
Ｃ
】【
表
Ｄ
】
上
に
●
を
付
し
て
お
い
た
が
、
そ
の
率
は
【
表
Ｂ
】
が

二
二
・
二
％
、【
表
Ｃ
】
が
三
七
・
五
％
、【
表
Ｄ
】
二
五
％
、【
表
Ｃ
】【
表
Ｄ
】
両
方
の
京
衛
を
合
わ
せ
る
と
三
五
％
に
し
か
な
ら

ず
、
外
衛
に
し
て
兀
良
哈
征
討
軍
の
再
出
軍
率
が
親
軍
衛
・
京
衛
に
比
し
て
異
常
に
高
率
を
示
し
て
い
る
と
断
ぜ
ざ
る
を
え
な
い
。
外

衛
の
兀
良
哈
軍
は
英
宗
の
親
征
軍
に
組
成
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
に
逆
に
土
木
の
変
に
お
い
て
殲
滅
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
変
後
の
京
師
防

衛
戦
に
再
動
員
さ
れ
、
諸
々
の
軍
功
を
え
て
一
気
に
陞
進
す
る
機
会
を
え
た
の
で
あ
る
。

五
十
万
と
呼
号
す
る
大
軍
編
制
の
親
征
軍
の
中
に
、
兀
良
哈
征
討
に
お
い
て
軍
功
を
挙
げ
た
衛
所
官
軍
が
組
み
込
ま
れ
な
か
っ
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

こ

と
は
、
か
れ
ら
に
と
っ
て
は
残
念
な
こ
と
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
そ
の
親
征
軍
は
、
五
年
前
の
兀
良
哈
征
討
に
お
け

る
成
功
体
験
に
照
ら
せ
ば
、
そ
の
赫
奕
た
る
戦
果
は
自
明
の
も
の
と
み
な
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
英
宗
回
鑾
後
の

従
軍
者
に
対
す
る
褒
賞
も
ま
た
明
々
白
々
の
こ
と
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
正
統
十
四
年
（
一
四
四
九
）
八
月
十
五
日
の
土
木
の
変
の
発
生
と
そ
れ
に
因
る
明
軍
の
壊
滅
的
敗
北
は
親
征
軍
の
面
々

を
地
獄
に
突
き
落
と
し
た
。
一
方
、
親
征
軍
に
組
み
入
れ
ら
ず
、
幸
い
に
も
土
木
の
変
で
覆
滅
を
免
れ
た
兀
良
哈
征
討
軍
関
係
者
は
、
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変
後
の
京
師
防
衛
戦
に
再
出
軍
し
て
、
押
し
寄
せ
た
モ
ン
ゴ
ル
軍
相
手
に
様
々
な
軍
功
を
え
て
陞
進
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
親
征
軍
へ

の
不
参
加
は
、
結
果
的
に
は
、
ま
さ
に
一
転
し
て
幸
運
が
降
っ
て
湧
い
た
よ
う
な
「
無
妄
之
福
」
の
チ
ャ
ン
ス
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

注
（
1
）　

以
上
、
親
征
軍
に
関
す
る
事
項
は
、
拙
著
『
明
代
中
国
の
軍
制
と
政
治
』（
国
書
刊
行
会
、
二
〇
〇
一
年
）「
前
編
第
一
部
第
二
章　

親
征

軍
」
な
ら
び
に
『
モ
ン
ゴ
ル
に
拉
致
さ
れ
た
中
国
皇
帝　

英
宗
の
数
奇
な
る
運
命
』（
研
文
出
版
、
二
〇
〇
三
年
）
参
照
。

（
2
）　

拙
稿
「
明
代
〝
以
克
列
蘇
〟
戦
役
考
」（『
中
央
大
学
文
学
部
紀
要
』
史
学
第
五
八
号
、
二
〇
一
三
年
）。

（
3
）　

前
掲
拙
稿
「
明
代
〝
以
克
列
蘇
〟
戦
役
考
」。

（
4
）　

129
の
事
例
で
は
正
統
九
年
（
一
四
四
四
）
の
兀
良
哈
征
討
に
従
事
し
た
の
は
伍
哈
剌
失
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
死
去
し
た
の
で
正
統
十
四
年

（
一
四
四
九
）
時
に
は
伍
哈
鑚
児
が
そ
の
後
を
襲
い
で
い
た
。

（
5
）　

130
の
事
例
も
注
（
4
）
と
同
様
、
達
児
白
が
兀
良
哈
征
討
に
加
わ
っ
た
が
、
そ
の
後
死
去
し
た
の
で
、
後
嗣
と
な
っ
た
住
児
が
親
征
軍
に
組

み
入
れ
ら
れ
た
。

（
6
）　

事
例
140
も
129
・
130
と
同
様
に
、
傅
栄
が
兀
良
哈
征
討
に
従
っ
た
が
、
正
統
十
二
年
（
一
四
四
七
）
に
死
去
し
た
の
で
、
後
嗣
と
な
っ
た
傅
鐸

が
親
征
軍
に
編
入
さ
れ
た
。

（
7
）　

親
軍
衛
の
増
設
過
程
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
天
順
五
年
の
首
都
騒
乱
」（『
中
央
大
学
文
学
部
紀
要
』
史
学
第
五
五
号
、

二
〇
一
〇
年
）
参
照
。

（
8
）　
『
明
史
』
巻
七
六
、
職
官
志
五
。

（
9
）　

前
掲
拙
著
『
明
代
中
国
の
軍
制
と
政
治
』「
前
編
第
一
部
第
第
三
章　

班
軍
番
上
制
」
参
照
。
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【
付
表
】「
兀
良
哈
征
討
軍
当
事
者
一
覧
」

№

当
事
者

出
身

土
木
の
変
前
の
衛
名
・
職

戦
闘
場
所

変
後
の
官
職

典
拠

1
哈
剌
哈
失
山
後
人
金
吾
右
衛
指
揮
僉
事

五
〇
―
八
七

2
李
衡

薊
洲

長
陵
衛
副
千
戸

五
三
―
二
〇
九

3
蒋
斌

武
進
県
帰
徳
衛
副
千
戸

六
二
―
七
一

4
張
貴

潁
上
県
宣
府
前
衛
指
揮
指
揮
使

十
四
年
紫
荊
関
陣
亡

指
揮
使

六
九
―
一
六
六

5
劉
翱

崞
県

宣
府
前
衛
百
戸

本
年
居
庸
関
等
処
、
本
年
十
月
二
十
一
日
紫
荊
関
等
処

指
揮
僉
事

六
九
―
一
九
七

6
白
貴

代
州

宣
府
前
衛
総
旗

景
太
元
年
宣
府
小
門
外
、
六
月
宣
府
南
門
洋
河
橋
等
処
、

井
子
凹

副
千
戸

六
九
―
二
〇
四

7
郭
洪

景
陵
県
宣
府
前
衛
正
千
戸

景
太
元
年
紫
荊
関
等
処

指
揮
僉
事

六
九
―
二
一
一

8
徐
貴

泰
州

興
和
守
禦
所
試
百
戸

本
年
居
庸
関
、
本
年
紫
荊
関
等
処
、
景
太
元
年
宣
撫
城

東
、
六
月
宣
府
南
門
外
洋
河
南
坡

副
千
戸

六
九
―
二
一
三

9
邢
鑾

忻
州

宣
府
前
衛
百
戸

正
統
十
四
年
居
庸
関
、
紫
荊
関
等
処
、
景
泰
元
年
南
門

外
、
洋
河
橋
等
処
、
東
南
二
小
門
外

正
千
戸

六
九
―
二
一
七

10
戴
英

興
化
県
宣
府
前
衛
副
千
戸

十
四
年
紫
荊
関
等
処

正
千
戸

六
九
―
二
三
四

11
喬
興

忻
州

宣
府
前
衛
小
旗

正
統
十
四
年
居
庸
関
、
二
十
七
日
紫
荊
関

試
百
戸

六
九
―
二
三
八

12
張
敬

忻
州

宣
府
前
衛
試
百
戸

居
庸
関
、
紫
荊
関
、
景
太
元
年
三
月
宣
府
二
小
門
外

副
千
戸

六
九
―
二
三
九

13
陳
翀

忻
州

宣
府
前
衛
試
百
戸

十
四
年
紫
荊
関
、
東
南
二
門
外
、
洋
河
南
坡

副
千
戸

六
九
―
二
四
一

14
王
公
全

忻
州

宣
府
前
衛
総
旗

十
四
十
月
居
庸
関
、
二
十
七
日
紫
荊
関

百
戸

六
九
―
二
四
六

15
班
得
林

忻
州

宣
府
前
衛
総
旗

十
四
年
紫
荊
関

試
百
戸

六
九
―
二
四
八

16
王
仁
義

忻
州

宣
府
前
衛
総
旗

十
四
年
居
庸
関
、
紫
荊
関

百
戸

六
九
―
二
四
八

17
盧
春

忻
州

宣
府
前
衛
総
旗

景
太
元
年
南
関
東
南
二
小
門

冠
帯
総
旗

六
九
―
二
五
八

18
王
良

忻
州

宣
府
前
衛
総
旗

景
太
元
年
宣
府
東
門
外
、
六
月
宣
府
南
門

試
百
戸

六
九
―
二
六
五

19
孟
文
礼

忻
州

宣
府
前
衛
総
旗

正
統
十
四
年
井
子
凹
、
宣
府
東
南
二
小
門
外

試
百
戸

六
九
―
二
七
一
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20
索
能

忻
州

宣
府
前
衛
総
旗

正
統
十
四
紫
荊
関

試
百
戸

六
九
―
二
七
八

21
杜
貴

忻
州

宣
府
前
衛
総
旗

六
九
―
二
八
一

22
馬
貳

忻
州

宣
府
前
衛
試
百
戸

本
年
居
庸
関
水
澗
口
、
紫
荊
関

百
戸

六
九
―
三
〇
七

23
高
岩

崞
県

宣
府
前
衛
試
百
戸

十
四
年
居
庸
関
、
景
太
元
年
宣
府
城
東

署
副
千
戸

六
九
―
三
一
二

24
武
選

崞
県

宣
府
前
衛
総
旗

十
四
年
紫
荊
関
、
本
年
居
庸
関

百
戸

六
九
―
三
一
七

25
王
栄

崞
県

宣
府
前
衛
総
旗

十
四
年
紫
荊
関

試
百
戸

六
九
―
三
二
三

26
王
敬

崞
県

宣
府
前
衛
小
旗

十
四
年
紫
荊
関
、
景
太
元
年
宣
府
南
橋

試
百
戸

六
九
―
三
二
七

27
張
厫

崞
県

宣
府
前
衛
小
旗

正
統
十
四
年
紫
荊
関
、
景
太
元
年
六
月
宣
府
南
洋
河

試
百
戸

六
九
―
三
三
〇

28
宣
子
英

崞
県

宣
府
前
衛
総
旗

十
四
年
居
庸
関

試
百
戸

六
九
―
三
三
四

29
張
志
祥

五
台
県
宣
府
前
衛
総
旗

景
太
元
年
宣
府
洋
河
橋
南
坡

試
百
戸

六
九
―
三
四
〇

30
楊
景
春

大
同
県
宣
府
左
衛
総
旗

景
泰
元
年
東
南
二
小
門
、
六
月
南
門
外

百
戸

六
九
―
三
七
一

31
薛
顕

嘉
定
県
宣
府
左
衛
正
千
戸

十
四
年
紫
荊
関
、
洋
河
橋

指
揮
同
知

六
九
―
三
七
八

32
閃
友
亮

大
同
県
宣
府
左
衛
総
旗

十
四
年
十
月
紫
荊
関

百
戸

六
九
―
三
八
六

33
張
彦
政

大
同
県
宣
府
左
衛
小
旗

十
四
年
紫
荊
関
、
景
泰
元
年
宣
府
南
関
東
南
二
小
門
外

試
百
戸

六
九
―
四
〇
六

34
王
謙

江
寧
県
宣
府
左
衛
副
千
戸

景
泰
元
年
宣
府
南
門
外

正
千
戸

六
九
―
四
一
七

35
韓
敏

応
州

宣
府
左
衛
総
旗

十
四
年
紫
荊
関
、
居
庸
関

百
戸

六
九
―
四
三
一

36
楊
魯

遷
安
県
宣
府
左
衛
副
千
戸

景
太
元
年
宣
府
城
東
、
本
年
洋
河
橋

正
千
戸

六
九
―
四
三
七

37
劉
思
譲

山
陰
県
宣
府
左
衛
総
旗

十
四
年
十
月
初
十
日
居
庸
関
、
二
十
七
日
紫
荊
関

百
戸

六
九
―
四
六
五

38
程
敏

徐
州

宣
府
左
衛
副
千
戸

六
九
―
四
七
二

39
賈
真

蔚
州

宣
府
左
衛
総
旗

十
四
年
紫
荊
関

試
百
戸

六
九
―
四
七
七

40
竺
湧

奉
化
県
宣
府
左
衛
試
百
戸

景
泰
元
年
宣
府
城
東
、
洋
河
南
坡

副
千
戸

六
九
―
五
一
五

41
張
能

昌
楽
県
開
平
衛
開
平
駅
百
戸

正
統
十
四
居
庸
関
、
二
十
七
日
紫
荊
関
五
郎
河

正
千
戸

七
〇
―
八

42
孫
義

沂
州

開
平
衛
開
平
駅
試
百
戸

七
〇
―
一
六

43
崔
旺

昌
楽
県
開
平
衛
開
平
駅
総
旗

正
統
十
四
年
紫
荊
関

試
百
戸

七
〇
―
一
七
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44
郭
全

興
化
県
開
平
衛
開
平
駅
小
旗

十
四
年
居
庸
関
、
二
十
七
日
紫
荊
関

試
百
戸

七
〇
―
一
九

45
穆
青

固
安
県
開
平
衛
浩
嶺
駅
試
百
戸

正
統
十
四
年
十
月
居
庸
関
、
二
十
七
日
紫
荊
関

副
千
戸

七
〇
―
二
三

46
王
敏

涇
陽
県
開
平
衛
浩
嶺
駅
総
旗

十
月
初
十
日
居
庸
関
、
二
十
七
日
易
州
紫
荊
関

試
百
戸

七
〇
―
二
五

47
孟
成

鄒
平
県
開
平
衛
浩
嶺
駅
総
旗

十
四
年
居
庸
関

試
百
戸

七
〇
―
二
九

48
王
譲

固
安
県
開
平
衛
浩
嶺
駅
小
旗

十
四
年
居
庸
関
二
十
七
日
紫
荊
関
陣

試
百
戸

七
〇
―
三
〇

49
王
思

猗
氏
県
開
平
衛
浩
嶺
駅
小
旗

十
四
年
居
庸
関
陣
亡

試
百
戸

七
〇
―
三
一

50
金
福

大
興
県
開
平
衛
浩
嶺
駅
総
旗

十
四
年
居
庸
関

試
百
戸

七
〇
―
三
二

51
懐
義

江
寧
県
開
平
衛
浩
嶺
駅
総
旗

九
年
居
庸
、
紫
荊
関

試
百
戸

七
〇
―
三
三

52
白
圭

忻
州

開
平
衛
浩
嶺
駅
小
旗

紫
荊
関

試
百
戸

七
〇
―
三
七

53
景
全

猗
氏
県
開
平
衛
浩
嶺
駅
小
旗

十
四
年
居
庸
関
、
二
十
七
日
紫
荊
関
五
郎
河

試
百
戸

七
〇
―
三
九

54
張
山

鄒
平
県
開
平
衛
浩
嶺
駅
総
旗

居
庸
関

試
百
戸

七
〇
―
三
九

55
董
貴

沢
州

開
平
衛
豊
峪
馹
総
旗

居
庸
関

試
百
戸

七
〇
―
四
一

56
徐
勝

沢
州

開
平
衛
豊
峪
馹
総
旗

十
四
年
居
庸
関
、
紫
荊
関
五
郎
河

百
戸

七
〇
―
四
一

57
張
安

済
源
県
開
平
衛
豊
峪
馹
総
旗

居
庸
関
、
紫
荊
関

百
戸

七
〇
―
四
二

58
閆
公
秀

沢
州

開
平
衛
豊
峪
駅
試
百
戸

七
〇
―
四
四

59
袁
亮

済
源
県
開
平
衛
総
旗

十
四
年
居
庸
関

同
衛
塞
峰
駅
試
百
戸
七
〇
―
五
〇

60
楊
文
貴

蔚
州

開
平
衛
雲
門
駅
総
旗

十
四
年
居
庸
関
、
二
十
七
日
紫
荊
関

百
戸

七
〇
―
五
三

61
葉
貴

東
莞
県
開
平
衛
雲
門
駅
総
旗

本
年
十
月
居
庸
関
、
紫
荊
関

百
戸

七
〇
―
五
四

62
韓
貴

蒲
州

開
平
衛
雲
門
駅
総
旗

正
統
十
四
年
徳
勝
門
外
、
二
十
三
日
垻
州
固
安
揚
宣
務

百
戸

七
〇
―
五
五

63
陳
広

高
郵
州
開
平
衛
雲
門
駅
総
旗

十
四
年
居
庸
関
、
紫
荊
関

百
戸

七
〇
―
五
五

64
趙
旺

泰
州

開
平
衛
雲
門
駅
総
旗

十
四
年
居
庸
関
、
二
十
七
日
紫
荊
関

百
戸

七
〇
―
六
〇

65
郭
寧

鄒
平
県
開
平
衛
雲
門
駅
総
旗

十
四
年
居
庸
関
、

試
百
戸

七
〇
―
六
一

66
周
通

蔚
州

開
平
衛
雲
門
駅
総
旗

十
四
年
紫
荊
関

試
百
戸

七
〇
―
六
二

67
張
還
家

恩
県

開
平
衛
雲
州
駅
試
百
戸

正
統
十
四
年
初
十
日
居
庸
関
、
二
十
七
日
紫
荊
関
五
郎
河
副
千
戸

七
〇
―
六
八
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68
苗
政

沢
州

開
平
衛
雲
州
駅
試
百
戸

十
四
年
居
庸
関
、
紫
荊
関

副
千
戸

七
〇
―
六
九

69
袁
忠

固
安
県
開
平
衛
総
旗

十
四
年
居
庸
関
、
紫
荊
関

同
衛
環
州
駅
百
戸

七
〇
―
六
九

70
尚
興

固
安
県
開
平
衛
総
旗

十
四
年
十
月
居
庸
関
、
紫
荊
関

同
衛
黄
岩
馹
百
戸

七
〇
―
七
一

71
孫
銘
祥

掖
県

開
平
衛
試
百
戸

正
統
十
四
年
居
庸
関

副
千
戸

七
〇
―
七
二

72
馬
麟

盧
氏
県
開
平
衛
雲
州
駅
総
旗

十
四
年
十
月
居
庸
関
、
二
十
七
日
紫
荊
関

百
戸

七
〇
―
七
二

73
慈
友

塩
山
県
開
平
衛
雲
州
駅
小
旗

十
四
年
居
庸
関
、
紫
荊
関

試
百
戸

七
〇
―
七
四

74
尼
忠

益
都
県
開
平
衛
総
旗

十
四
年
居
庸
関

試
百
戸

七
〇
―
七
七

75
諸
亮

崑
山
県
開
平
衛
試
百
戸

十
四
九
年
徳
勝
門
外
、
二
十
三
日
固
安
県
揚
宣
務
覇
州

副
千
戸

七
〇
―
七
九

76
姜
順

諸
城
原
開
平
衛
百
戸

七
〇
―
八
一

77
劉
材

和
州

開
平
衛
総
旗

十
四
年
紫
荊
関
等
処
、
景
泰
元
年
居
庸
関
等
処

百
戸

七
〇
―
八
二

78
王
深

寧
海
県
開
平
衛
試
百
戸

七
〇
―
八
四

79
施
庸

臨
淮
県
開
平
衛
総
旗

正
統
十
四
年
徳
勝
門
、
固
安
県
垻
州
、
揚
宣
務

百
戸

七
〇
―
八
五

80
劉
貴

碭
山
県
開
平
衛
試
百
戸

十
四
年
居
庸
関
、
紫
荊
関
五
郎
河

副
千
戸

七
〇
―
八
六

81
王
冕

鳳
陽
県
開
平
衛
試
百
戸

十
四
年
十
月
徳
勝
門
外

百
戸

七
〇
―
八
七

82
郭
亮

盧
龍
県
開
平
衛
黄
崖
駅
総
旗

十
四
年
十
月
居
庸
関

試
百
戸

七
〇
―
八
九

83
高
栄

懐
仁
県
保
安
衛
指
揮
使

景
泰
元
年
宣
府
城
東

署
都
指
揮
僉
事

七
〇
―
一
〇
五

84
魏
貴

斉
河
県
保
安
衛
総
旗

十
四
年
居
庸
関

試
百
戸

七
〇
―
一
四
二

85
康
表

交
城
県
保
安
衛
小
旗

十
四
年
徳
勝
門
外
、
固
安
県
渾
河
、
覇
州

試
百
戸

七
〇
―
一
六
二

86
岳
能

楽
安
県
保
安
衛
総
旗

七
〇
―
一
八
〇

87
田
広

歴
城
県
保
安
衛
未
併
鎗
総
旗
戸
丁
紫
荊
関
洋
河
南
坡

試
百
戸

七
〇
―
一
九
一

88
王
海

武
邑
県
保
安
衛
小
旗

七
〇
―
一
九
六

89
趙
義

朔
州

宣
府
左
衛
小
旗

十
四
年
居
庸
関
、
紫
荊
関
、
五
郎
河

保
安
衛
試
百
戸

七
〇
―
二
一
一

90
王
瑄

丹
徒
県
蔚
州
衛
正
千
戸

七
〇
―
二
六
一

91
宋
希
文

錦
州

蔚
州
衛
試
百
戸

十
四
年
紫
荊
関
、
景
泰
元
年
洋
河
橋

副
千
戸

七
〇
―
二
七
六
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92
逯
景
敖

繁
峙
県
蔚
州
衛
総
旗

十
四
年
井
子
凹
、
景
泰
元
年
宣
府
南
門
外
洋
河
坡

百
戸

七
〇
―
三
〇
一

93
張
昇

繁
峙
県
蔚
州
衛
試
百
戸

十
四
年
紫
荊
関
、
景
泰
元
年
宣
府
門
外
洋
河
橋

副
千
戸

七
〇
―
三
〇
八

94
李
友
智

応
州

蔚
州
衛
総
旗

十
四
年
神
峪
口

試
百
戸

七
〇
―
三
一
七

95
鄭
福

臨
海
県
蔚
州
衛
正
千
戸

七
〇
―
三
二
〇

96
高
鑑

灤
州

蔚
州
衛
総
旗

十
四
年
紫
荊
関
、
景
泰
元
年
雷
公
山
等
処

百
戸

七
〇
―
三
二
一

97
劉
増

宣
平
県
蔚
州
衛
試
百
戸

十
四
年
井
子
凹
、
景
泰
元
年
宣
府
南
門
東
門
二
小
門
、
南

門
外
洋
河
坡

副
千
戸

七
〇
―
三
二
八

98
周
剛

高
陽
県
蔚
州
衛
総
旗

十
四
年
水
澗
口

試
百
戸

七
〇
―
三
三
七

99
張
友

崞
県

蔚
州
衛
小
旗

正
統
十
四
年
徳
勝
門
外
、
固
安
県
揚
宣
務
等
処

試
百
戸

七
〇
―
三
三
九

100
林
懋

僊
遊
県
蔚
州
衛
試
百
戸

十
四
年
居
庸
関
水
澗
口

百
戸

七
〇
―
三
四
五

101
李
栄

東
阿
県
蔚
州
衛
総
旗

景
太
元
年
三
月
宣
府
南
二
小
門
外

署
試
百
戸
事

七
〇
―
三
四
七

102
王
斌

咸
陽
県
蔚
州
衛
試
百
戸

景
泰
元
年
紫
荊
関

百
戸

七
〇
―
三
六
一

103
朱
興

新
建
県
蔚
州
衛
総
旗

十
四
年
紫
荊
関

試
百
戸

七
〇
―
三
六
六

104
任
礼

河
曲
県
蔚
州
衛
試
百
戸

十
四
年
并
子
凹
、
景
太
元
年
宣
府
城
東

署
副
千
戸

七
〇
―
三
七
五

105
趙
鑑

孝
義
県
蔚
州
衛
総
旗

十
四
年
徳
勝
門
、
固
安
楊
宣
務
、
覇
州

副
千
戸

七
〇
―
四
四
八

106
田
林

汾
州

蔚
州
衛
小
旗

居
庸
関
、
紫
荊
関

試
百
戸

七
〇
―
四
六
三

107
閂
得

大
興
県
府
軍
前
衛
副
千
戸

四
九
―
六
三

108
陶
得

雎
寧
県
府
軍
前
衛
副
千
戸

四
九
―
八
八

109
孫
兒

済
寧
県
府
軍
前
衛
小
旗

十
四
年
西
門
外

試
百
戸

四
九
―
一
〇
二

110
馬
旺

宛
平
県
義
勇
左
衛
小
旗

十
四
年
臨
水
堡

試
百
戸

四
九
―
一
〇
八

111
姜
傀
儡

応
昌

金
吾
右
衛
指
揮
使

五
〇
―
八

112
曲
政

任
丘
県
金
吾
右
衛
指
揮
僉
事

五
〇
―
一
九
四

113
李
旺

宝
坻
県
広
寧
前
屯
衛
指
揮
僉
事

五
〇
―
三
七
五

114
張
信

三
河
県
青
州
左
衛
指
揮
僉
事

五
〇
―
五
〇
六
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115
周
昇

山
後
人
金
吾
右
衛
指
揮
使

五
〇
―
五
五
六

116
孫
勝

山
後
人
燕
山
前
衛
指
揮
僉
事

五
〇
―
五
七
九

117
常
栄

楽
陵
県
鎮
朔
衛
指
揮
同
知

五
一
一
七
〇

118
柴
青

固
安
県
燕
山
左
衛
指
揮
同
知

十
四
年
紫
荊
関

指
揮
使

五
一
―
一
七
七

119
楊
勝

楽
安
県
懐
遠
県
正
千
戸

十
四
年
迤
西

指
揮
僉
事

五
一
―
二
九
七

120
呉
全

無
為
州
燕
山
前
衛
副
千
戸

十
四
年
徳
勝
門
外

正
千
戸

五
二
―
三
〇
一

121
郭
福
寿

宿
遷
県
寛
河
衛
正
千
戸

五
三
―
一
〇

122
曹
斌

江
都
県
長
陵
衛
百
戸

十
四
年
北
征
未
回

五
三
―
二
三
七

123
司
貴

宝
坻
県
献
陵
衛
百
戸

覇
州

百
戸

五
三
―
三
三
三

124
韓
栄

宝
坻
県
献
陵
衛
試
百
戸

正
統
十
四
年
征
進
未
回

五
三
―
三
四
九

125
滕
輔

盱
貽
県
驍
騎
右
衛
副
千
戸

正
統
十
四
年
陣
亡

副
千
戸

五
四
―
一
七
四

126
高
敬

襄
陽
県
瀋
陽
左
衛
総
旗

十
四
年
西
直
門

試
百
戸

五
四
―
二
七
九

127
趙
鑑

灤
州

青
州
左
衛
副
千
戸

五
五
―
一
〇
〇

128
胡
勝

章
丘
県
青
州
左
衛
副
千
戸

五
五
―
一
〇
三

129
伍
哈
剌
失
山
後
人
富
峪
衛
指
揮
指
揮
使

拾
肆
年
迤
北
征
進
未
回

六
六
―
一
二

130
達
児
白

山
後
人
富
峪
衛
指
揮
使

十
四
年
迤
北
陣
亡

六
六
―
一
三

131
金
福

山
後
人
富
峪
衛
指
揮
僉
事

十
四
年
高
梁
橋

指
揮
同
知

六
六
―
二
六

132
蒋
英

巣
県

富
峪
衛
副
千
戸

六
六
―
五
八

133
趙
成

山
後
人
忠
義
前
衛
指
揮
使

六
六
―
二
一
一

134
張
善

臨
邑
県
忠
義
前
衛
正
千
戸

固
安
覇
州
等
処
、
景
泰
元
年
五
月
宣
府
東
城

指
揮
僉
事

六
六
―
二
二
三

135
李
全

灤
州

隆
慶
左
衛
都
指
揮
僉
事

六
六
―
二
四
七

136
楊
興

宝
坻
県
忠
義
前
衛
指
揮
僉
事

十
四
年
土
木
失
陥

六
六
―
二
七
〇

137
宋
福

遼
陽
県
金
州
衛
指
揮
指
揮
同
知

六
六
―
三
二
四

138
范
永

永
清
県
義
勇
後
衛
副
千
戸

六
六
―
三
三
一
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139
康
泰

山
後
人
義
勇
後
衛
副
千
戸

六
六
―
四
二
八

140
傅
栄

高
密
県
玉
林
衛
正
千
戸

十
四
年
征
進
未
回

六
六
―
四
四
四

141
旺
貴

六
合
県
義
勇
右
衛
副
千
戸

十
四
年
西
直
門
外

指
揮
僉
事

六
七
―
六

142
任
拳

昌
平
県
永
昌
衛
指
揮
僉
事

六
七
―
三
六

143
尹
輔

和
州

開
平
衛
指
揮
同
知

六
九
―
一
六
九

144
朱
旺

合
肥
県
安
東
衛
指
揮
使

十
四
年
居
庸
関
、
紫
荊
関

都
指
揮
同
知

六
九
―
二
〇
九

145
高
整

広
昌
県
宣
府
左
衛
小
旗

十
四
年
居
庸
関
、
景
泰
元
年
南
門
外
洋
河
橋
橋

試
百
戸

六
九
―
四
六
三

146
甄
栄

固
安
県
開
平
駅
浩
嶺
駅
総
旗

紫
荊
関
、
居
庸
関

百
戸

七
〇
―
二
八

147
鄭
文

江
陰
県
龍
虎
衛
指
揮
僉
事

七
〇
―
一
二
一

148
朱
達

和
州

保
安
衛
指
揮
僉
事

七
〇
―
一
二
三

149
程
道

曹
県

保
安
衛
指
揮
僉
事

七
〇
―
一
三
一

150
馬
成

武
清
県
保
安
衛
総
旗

十
四
年
十
月
居
庸
関
水
澗
等
口
、
紫
荊
関

百
戸

七
〇
―
一
七
八

151
陶
鑑

寿
県

保
安
衛
副
千
戸

十
四
年
紫
荊
関

正
千
戸

七
〇
―
一
九
三

152
鄧
斌

無
錫
県
保
安
衛
総
旗

居
庸
関

試
百
戸

七
〇
―
二
〇
七

153
陸
鍾

呉
県

蔚
州
衛
副
千
戸

七
〇
―
二
三
四

154
孫
剛

斉
東
県
万
全
都
司
都
指
揮
僉
事

七
〇
―
二
三
五

155
易
海

万
載
県
蔚
州
衛
副
千
戸

宣
府
城
東

正
千
戸

七
〇
―
二
五
四

156
鄒
淵

銭
塘
県
蔚
州
衛
副
千
戸

紫
荊
関
、
景
太
元
年
宣
府
洋
河
南
坡

指
揮
僉
事

七
〇
―
二
六
二

157
孔
旺

祁
県

大
同
右
衛
指
揮
使

七
一
―
三
七
四

158
鄭
良
貴

玉
林
衛
総
旗

十
四
年
黒
峪
口
、
蒲
州

試
百
戸

七
一
―
四
八
九

159
張
金

曲
沃
県
玉
林
衛
総
旗

景
泰
元
年
蒲
田
営

試
百
戸

七
一
―
五
〇
八

160
文
秀

曲
沃
県
玉
林
衛
総
旗

景
太
元
年
東
岳
廟
前

試
百
戸

七
一
―
五
一
二

161
李
暠

翼
城
県
玉
林
衛
総
旗

景
泰
元
年
蒲
州
営

試
百
戸

七
一
―
五
一
四

162
馬
貴

曲
沃
県
玉
林
衛
小
旗

十
四
年
黒
峪
口

総
旗

七
一
―
五
一
六
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163
宋
剛

曲
沃
県
玉
林
衛
小
旗

十
四
年
櫃
子
山
黒
峪
口
、
景
泰
元
年
蒲
州
営
、
四
月
黄
土

嶺

百
戸

七
一
―
五
二
一

164
董
栄

曲
沃
県
玉
林
衛
小
旗

十
四
年
黒
峪
口
、
十
月
定
州
、
景
泰
元
年
大
同
北
門
雷
公

山
、
五
月
東
嶽
廟

署
副
千
戸

七
一
―
五
二
一

165
李
鑑

曲
沃
県
玉
林
衛
軍
小
旗

景
泰
元
年
蒲
州
営
、
四
月
黄
土
嶺
、
七
月
長
安
嶺

百
戸

七
一
―
五
三
三

166
董
栄

曲
沃
県
玉
林
衛
小
旗

景
泰
元
年
大
同
北
門
外

総
旗

七
一
―
五
四
六

167
劉
清

曲
沃
県
玉
林
衛
小
旗

景
泰
元
年
東
嶽
廟

総
旗

七
一
―
五
四
七

168
丁
浩

曲
沃
県
玉
林
衛
総
旗

景
泰
元
年
蒲
州
営

試
百
戸

七
一
―
五
六
八

169
毛
永

清
河
県
大
同
右
衛
指
揮
僉
事

正
統
十
四
年
黒
峪
口
等
処

指
揮
使

七
二
―
八

170
旺
譲

合
肥
県
雲
川
衛
試
百
戸

七
二
―
一
四

171
趙
貴

霊
璧
県
雲
川
衛
試
百
戸

十
四
年
黒
峪
口

副
千
戸

七
二
―
二
八

172
王
珝

仁
和
県
雲
川
衛
試
百
戸

七
二
―
五
五

173
崔
復

洪
洞
県
雲
川
衛
総
旗

十
四
年
櫃
子
山

試
百
戸

七
二
―
六
四

174
滕
雲

丹
徒
県
雲
川
衛
試
百
戸

七
二
―
八
四

175
衛
真

浮
山
県
雲
川
衛
小
旗

十
四
年
黒
峪
口
、
景
泰
元
年
北
門
雷
公
山
石
仏
寺

試
百
戸

七
二
―
九
五

176
王
剛

浮
山
県
雲
川
衛
小
旗

景
泰
元
年
本
城
西
門
外

総
旗

七
二
―
九
七

177
鄭
真

大
寧
人
忠
義
後
衛
指
揮
僉
事

七
三
―
二
〇
三


